
重点研究プロジェクト知財公開用情報提供【個表】 

発明の名称 検出対象部位の検出システム 

登録（出願）日 

登録（出願）番号 

2012 年 2 月 13 日 

2012-028667 

要約 

本発明の検出対象部位の検出システムは、術前に内視鏡下にガラス蛍光体クリップを病変の周囲に

固定することによって、腹腔鏡下手術をはじめとする消化管がん手術の際に、クリップの位置を検

出することによって消化管の内側の病変部の位置を消化管の外側から正確に検出することを目的

としたシステムである。 

特徴／セールスポ

イント 

本発明に係る検出対象部位の検出システムにより、消化管内の病変部の位置の迅速かつ正確な同定

及び手術時間の短縮や切除部範囲の最小化が可能となる。 

腹腔内を可視化するための撮像素子と、蛍光物質が発光する蛍光を撮像するための撮像素子を別々

に設け、蛍光の撮像感度の優れた検出対象部位の検出システムを提供。 

主な応用分野 
病院などの医療機関や大学医学部などの研究機関、教育機関において、胃切除術中の消化管内病変

部の同定のためのサポートシステムとして利用が可能である。 

開発状況 

ガラス蛍光体を内視鏡用クリップに装着し、胃の粘膜面に固定。漿膜面（胃の外側）より 800nm の

励起光を照射し、1000nm の蛍光を観察することができ、クリップ固定位置を明確に同定可能であ

る。腹腔鏡用蛍光検出カメラと蛍光クリップからなるシステムを開発済みである。また開腹手術で

は、市販の蛍光検出装置を使用して蛍光クリップの位置を同定することも可能であり、蛍光クリッ

プだけでも開腹手術における病変部位同定には有用であると考えている。 
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